
ヒューマンバイオロジー学位プログラム（一貫制博士課程）
Doctoral Program in Human Biology

１） 世界のサイエンスリーダーズセミナー、
２）ヒューマンバイオロジーのセレンディピテ
ィ、３）博士論文作成など

１）イニシエーションセミナー、２）ヒューマン
バイオロジー特論I, II、起業家マインド育
成・実践コース、３）ヒューマンバイオロジー
演習I、IIなど

１）世界のサイエンスリーダーズセミナー、２）ド
ミトリーでの外国人（留学生を含む）との共同
生活、３）完全英語プログラム、４）適正技術、
起業家マインド育成、ヒューマンバイオロジー
の国際討論I，II、海外企業におけるインター
ンシップ、国際研究室ローテーションなど

１）世界のサイエンスリーダーズセミナー、ビジ
ネスリーダーズセミナー、２）適正技術、起業
家マインド育成、海外企業におけるインターン
シップ、国際研究室ローテーションなど
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学位論文が満たすべき水準

ヒトの生物学において、独創的で優れたテーマの設定を行い、博士の学位に相応しい成果が得られ、相応しい体裁にま

とめられていること、および当該分野の社会のニーズを理解し、必要とされる実施目的を設定して、自らの力で研究・

実践を推進する能力、総括する能力、産業界または学術界から国際的に高い評価を得られる学術論文を公表する能力を

有すると認められること

審査委員の体制（専門委員会の体制）

専門委員会は、主査１名と副査３名以上で構成する。主査は学位プログラムの研究指導教員の中から、副査は学位プロ

グラムの研究指導教員、研究指導補助教員、または授業担当教員の中から、審査委員会が指名する。副査には申請者の

主指導教員を含めるものとし、また学位プログラムの教員のほか、他学術院、他大学の大学教員、またはそれと同等以

上の研究業績を有すると審査委員会が認めたもの、副指導教員となっている海外からの教員または産業界からの教員 1

名を加えることができる。

審査方法及び項目等

学位論文をもとに口頭発表・質疑応答による。審査項目は、以下のとおりである。(1)地球航海を先導できる世界トッ

プリーダーにふさわしい人間力（2）企画力・独創性（テーマの設定、計画の意義、独創性、実現可能性、期待される

成果を説明する能力）（3）実践における成果（研究・活動成果の質と量）（4）プロジェクト推進能力（成果の信頼性、

結果の意義の理解、計画性）（5）総括力（結果を重ねて企画提案書または学術論文を構成する能力、論理的で説得力の

ある文書作成能力、プレゼンテーション能力）

・基礎科目等により、①世界で活躍する強い意欲、②誠実な精神、倫理観、国際交渉力、リーダーシップ

及びアントレプレナーシップの基礎、③環境に適応する能力の育成と錯綜した現実から解決すべき問題

を抽出する地球航海型学修の実践力を身に付ける。

・専門基礎科目「医科学」「分子科学」「数学と計算科学」により、①日本の医師と同等の水準のヒト生物

学の知識、②化学物質に関する専門知識とその研究手法、③計算機を援用した生物学研究の演習を行う。

実験研究が制限されるヒトを対象とする研究における計算機援用型複合研究法を身に付ける。

・専門基礎科目「その他」により、ヒト生物学の最新の成果と生命科学の研究方法について系統的に学修

する。

・専門科目により、学生個々の専門性を向上させることを目的として、選択した分野における専門知識及

び技能を深め、研究力を養成するとともに、計算科学を導入して動物実験の成果をヒトに外挿する方法

を学ぶ。

・3 年次から 5 年次は、各学生がそれぞれの個性を伸ばし、世界をフィールドとして自らの目指す将来の

キャリアを確立する。

・専門的研究において、主指導教員 1 名のほか、海外の大学、産業界または独法研究所から 1 名を含む副

指導教員 2 名以上を選び、メールやインターネット等の通信手段も活用して定期的な複数教員指導によ

り専門的な研究を行う。
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